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1 ．はじめに：アクティブラーニングとは
近年，日本の教育の現場では「アクティブラーニン
グ（active learning）」1）という言葉がキーワードのひ
とつとして注目を集め，小学校から大学に至るまで，
教育・学習環境の改善のためのさまざまな試みがなさ
れている．溝上（2016：3）によれば，アクティブラー
ニングは，1990年代初頭，米国のボンウェルとアイソ
ン（Bonwell & Eison 1991）によって理論化された学
習論であるという2）．「能動的学習」「主体的な学び」
を重視する動きはアクティブラーニングという言葉が
注目される前からすでに存在しており，その意味では，
アクティブラーニングは必ずしも目新しい概念ではな
いのかもしれない．それにもかかわらずアクティブ
ラーニングという言葉が大きく注目されるようになっ
たきっかけは，2012年 8 月の中央教育審議会答申「新
たな未来を築くための大学教育の質的転換に向けて～
生涯学び続け，主体的に考える力を育成する大学へ～」
（通称，質的転換答申）において文部科学省の行政用
語として登場した（成田 2016: 10-11）ことにある．
従来の教授法研究がいかに「よく教えるか」という
教授者視点であったとするならば，アクティブラーニ
ングでは，文字どおり，いかに「能動的に学ぶか」と
いう学習者視点になっており，「教育（Teaching）」
から「学習（Learning）」へとパラダイムの変換が求
められている点が最も重要なポイントと言える．また，
知識の伝達・注入，知識の蓄積の結果としての成績よ
りは，むしろ学習の形態や過程（たとえば，プロジェ
クト活動における気づきや学習者同士のコミュニケー
ションなど）が重視される側面もある．日々変化する
現代社会においては，自ら考えて行動し，周りと協力
して問題解決に挑む姿勢が求められており，これは教
育の重要な課題の一つである．
一方，アクティブラーニングについての情報が溢れ
るなか，誤解を招きかねない部分もあることが度々指
摘される．たとえば，①講義などによる知識の伝達型
教育は不要なものと見なす，②アクティブラーニング
を問題発見や課題解決型の学習にのみ限定し，知識の
習得とは無関係なものとして捉える，といった誤解が
それに当てはまる（成田 2016: 11参照）．また，アクティ
ブラーニング型授業も，代表例とされる問題解決型学
習法（Problem Based Learning），プロジェクト型学
習法（Project Based Learning），反転学習（Flipped 
Learning）といった学習法によるものに限られるわけ
ではないと安永（2016：5-6）は指摘する．アクティ
ブラーニングやアクティブラーニング型授業をより幅
広い概念として捉えようとする動きは，溝上（2014: 7）
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近年，日本の教育の現場では「アクティブラーニング」という言葉が大きな注目を集め，小学校から大学に至る
までさまざまな試みがなされている．外国語教育の領域においてもアクティブラーニングによる教育・学習環境の
改善に大きな期待が寄せられている．また，教養教育としての外国語教育には，外国語学習だけではなく，異文化
に対する理解を深めることも重要な要素として含まれる．本稿では，ドイツ語教育の質的改善を目的とした取り組
みの一つとして進めたプロジェクト「アクティブラーニングのためのドイツ語・ドイツ語圏地域文化の教材整備お
よび授業開発」（平成28年度東北大学高度教養教育・学生支援機構の教育開発推進経費の助成による）の成果報告と
して，アクティブラーニングを取り入れたドイツ語授業の実践例―ドイツ語学習（文法，会話，読解）およびラ
ンデスクンデ学習―を紹介する．
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によるアクティブラーニングの定義にも窺える．
一方的な知識伝達型の講義を聴くという（受動的）
学習を乗り越える意味での，あらゆる能動的な学
習のこと．能動的学習には，書く・話す・発表す
る等の活動への関与と，そこで生じる認知プロセ
スの外化を伴う．
また，アクティブラーニングを理論化したボンウェ
ルとアイソン（Bonwell & Eison 1991）は，その一般
的な特徴として（a）～（e）の 5点を挙げている（溝
上 2014: 15）：
（a）学生は聴く以上のことをおこなう
（b）情報の伝達よりも学生の技能の発展のほうに
力点が置かれる
（c）学生は高次の思考（分析や統合・評価など）を
働かせる
（d）学生は活動（読む・議論する・書くなど）に
従事する
（e）学生自身の態度や価値の探求がより強調される
以上のような認識のもと，ドイツ語授業の質的改善
を目的とした取り組みの一環として，平成28年度東北
大学高度教養教育・学生支援機構の教育開発推進経費
によるプロジェクト「アクティブラーニングのための
ドイツ語・ドイツ語圏地域文化の教材整備と授業開発」
を進めた．本稿では，その概要を示し，授業で実施し
たいくつかの試みを紹介する．またその成果および今
後の課題について述べる．
2 ．外国語授業とアクティブラーニング
外国語の学習には言語の 4技能「聴く」「話す」「読
む」「書く」活動が必然的に含まれる．その点では，
ボンウェルとアイソンが挙げているアクティブラーニ
ングの特徴（a）（b）（d）はほとんどの外国語の授業
に当てはまる要素である（上記参照）．受動的な行為
と見なされる「聴く」の場合も（単に教員の話を聴く
だけでなく），外国語のリスニングの部分では「アク
ティブ」に臨む必要がある．この意味において，外国
語はアクティブラーニング型授業に適した領域のひと
つと考えられる．しかし現実的には，たとえば，ドイ
ツ語についての文法知識を与えることに大半の時間を
使い，実際にドイツ語を使う活動の時間が十分に取れ
ていない授業も少なくない．その要因の一つに，未だ
教員主導の文法・訳読中心の授業が多いことが挙げら
れる．文法学習の必要性・重要性を否定するものでは
ないが，とりわけ教養教育としての外国語教育の場合，
文法だけで終わってしまうのは物足りない部分がある
ことも否めない．このような場合こそ，アクティブラー
ニングの導入が有効であると考えられる．
溝上（2016：36）は，授業の類型として，① 講義型，
② 講義中心型，③ 講義＋AL型3），④ AL中心型の 4
つを提示し，①と②を伝統的授業，③と④をアクティ
ブラーニング型授業にそれぞれ分類している．すなわ
ち，③のように，従来どおり，教員主導の講義を行い
つつ，それに学生の活動を加味していくことでアク
ティブラーニング型授業の実践が可能となる．初級レ
ベルの外国語授業の場合，基本的に学ぶべき事項が一
定量あるため，この「講義＋AL型」が最も適切かつ
効果的と考えられる．以降の3．2で示す授業の実践例
も，主に「講義＋AL型」を念頭においたものである．
また，溝上によれば，④ AL中心型の授業は最近大学
で活発に展開されており4），むしろ「講義型」「講義
中心型」から「講義＋AL型」への転換が最も求めら
れているという．
3 ．ドイツ語授業とアクティブラーニング
3．1　プロジェクトの概要
本プロジェクトの目的は次の 2つであった．一つは，
アクティブラーニング関連資料を収集し，教材研究を
行うことであり，もう一つは，それらを活用してアク
ティブラーニングを取り入れたドイツ語授業の具体案
を検討し，実践することであった．
まず，プロジェクトで収集した資料の種類は以下の
とおりである．
・書籍（主にドイツで出版されたもの）
・ドイツ語学習用ゲーム
・ランデスクンデ5）学習用の資料やゲーム
・ドキュメンタリーおよび映画（DVD）
・検定試験用の学習書
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・その他
なお，上記の資料は言語文化教育センター資料室（教
育研究支援棟 5の 2階）に配置し，ドイツ語担当教員
で共同利用できるようにしている．
次に，授業の実践については，ドイツ語学習とラン
デスクンデ学習の大きく 2つの部分に分けて行った．
前者はカンが，後者は遠藤が担当した．次節で詳しく
述べる．
3．2　授業実践
東北大学全学教育の「基礎ドイツ語」は，週 2回の
1年通年の授業で，ドイツ語の基本的な語彙と文法を
学び，聞く・話す・読む・書くの4機能の獲得を目標
としている．会話中心，文法・講読中心，e-learning
など様々な授業が用意されている．本プロジェクトに
関わっている 2人の教員は，文法学習と合わせて，会
話・読解練習および，可能な限りのアクティビティを
組み合わせた，いわば総合的なドイツ語学習を目指し
た授業を行っている．以下では，それぞれが実施した
アクティブラーニング型授業の実践例―ドイツ語学
習（3．2．1）およびランデスクンデ学習（3．2．2）―
について報告する．
3．2．1　ドイツ語学習
本節では，ドイツ語の文法・会話・読解練習に関す
る実践例を紹介する．
（ 1 ）文法学習
外国語の授業で最も従来型の「講義」に当てはまる
のは，おそらく「文法説明」の部分ではないだろうか．
教員はついつい文法規則について「説明」しがちであ
る．もちろんある程度説明することも必要であり，文
法は言うまでもなく外国語学習において重要な要素の
ひとつである．しかし，文法をマスターしたとしても，
それだけでその言語を習得したことにはならない．山
本（2015）は，文法についても教え込むのではなく，
まずは学生からわかったことや調べたことを発言さ
せ，要点を学生にまとめさせる，いわば「教えない」
授業を提案している．すなわち，文法規則を教えるの
ではなく，文法の学び方を学ばせることである．太田
（2017）も，明示的な文法説明は学習定着度の観点か
ら必ずしも効果的とはいえないことを，実験結果に基
づいて示している6）．以下では，筆者が授業で行った，
アクティブラーニングによる文法学習の事例を紹介す
る．
テーマ設定
ドイツ語の名詞には性（男性名詞・女性名詞・中性
名詞），数（単数・複数），格（ 1格/主格・2格/属格・
3格/与格・ 4格/対格）の区別があり，これらの組
み合わせによって冠詞の形が変化する．また前置詞は，
前置詞ごとに結びつく名詞・代名詞の格が決まってい
る．たとえば，前置詞mit（～と一緒に，～を用いて）
は名詞・代名詞の 3格と結びつき（mit dem Freund「そ
の友達と一緒に」／mit  ihm「彼と一緒に」），前置詞
für（～のために，～にとって）は名詞・代名詞の4格
と結びつく（für den Freund「その友達のために」／
für ihn「彼のために」）．このような現象をドイツ語で
は「前置詞の格支配」と呼び，前者のような前置詞を
「 3格支配前置詞」，後者のような前置詞を「 4格支配
前置詞」と呼ぶ．また，前置詞in（～の中で，～の中
へ）のように， 3格とも 4格とも結びつく「 3・ 4格
支配前置詞」と呼ばれるものもある．多くの市販の教
科書は，格支配ごとに前置詞のリストを示し，それを
踏まえ，前置詞と名詞を正しい形で結びつける練習問
題をこなす構成になっている．これは，英語に慣れて
いる学習者にとって，（主語・目的語といった文中で
の名詞の役割を示す意味での格変化とは違って，）に
わかには納得しにくく，非常に複雑で難しい印象を与
えるようである．そこでこの前置詞の部分をじっくり
学んでもらえるよう，グループワークのテーマに選ん
でみた．対象は2017年度の基礎ドイツ語Ⅰ-2（法学部・
経済学部）のクラス（20名7） である．グループワー
クの内容は以下のとおりである．
グループワークの実施
作業 1（事前準備）：
まず，事前準備として，すでに学んだ定冠詞（類）
と不定冠詞（類）の格変化および人称代名詞の 3・ 4
格を再確認し，ペアで簡単な練習を行う時間を与えた．
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　次に，ドイツ語の前置詞を対応する英語とともに提
示し，発音練習をしながらおおよその意味を推測でき
るようにした．
なお，以降のグループワークでは，教科書は一切使
用せず，辞書も作業内容によって限定的に使用を認め
た．また，教員は学生から手助けを求められたときの
み適宜ヒントを与え，文法説明は可能な限り控えた．
作業 2（前置詞の格支配）：
各グループ（ 4人一組）には次の資料
・前置詞フレーズを含む単文が書かれたカード8）
・主要名詞の性・複数形が書かれた紙
・結果をまとめるワークシート
を配布し，まず，前置詞に後続する名詞の形（正確に
は冠詞の形）を基準に 3つのタイプ（① 3格と結びつ
く前置詞，②4格と結びつく前置詞，③ 3・ 4格両方
と結びつく前置詞）に分類するよう指示した．この作
業では，教科書も辞書も使わないことにした．そのた
め，特に複数形の名詞を含む例文についてはグループ
内で意見が分かれる場面も多々見られたが，お互いに
教え合いながら分類作業はほとんどのグループで順調
に進められていた．
教員は机間巡回しながら，適宜ヒントを与えたり，
分類が完成したグループには次の作業を指示したりし
た．次の作業は，① 3格と結びつく前置詞と② 4格と
結びつく前置詞の 2タイプのカードについて，辞書も
使いながら，カードに書かれた文の意味を確認するこ
とであった．さらに余裕があるグループには，自分が
知っている単語を使って自由に前置詞句を作ってみる
よう促し，前置詞の使い方に慣れさせた．
作業 3（ 3・ 4格支配前置詞の使い分け）：
作業 2で，前置詞の 3格支配と 4格支配は，基本的
に前置詞の意味と関係なく，文法規則として決まって
いることが明らかになった．しかし，③ 3格とも 4格
とも結びつく前置詞については， 3格と結びつく場合
は「場所」（Ich bin in der Mensa.「学食にいます」），
4格と結びつく場合は「方向」（Ich gehe  in die 
Mensa. 「学食に行きます」）という意味上の使い分け
がある．続きの作業 3では，③ 3・ 4格支配前置詞を
含むカードについて，同じ前置詞が 3格と結びついて
いる場合と 4格と結びついている場合とをさらに下位
分類し，それぞれの文の意味を確認しながら， 3格の
場合と 4格の場合の使い分けについてグループで話し
合ってもらうことにした．巡回していると，我々教員
には思いもつかないようなユニークな意見もたくさん
聞こえてきた．予習をしている学生がいるグループで
は順調に結果をまとめていたが，答えにたどり着くま
でかなり苦戦しているグループもあった．しかし興味
深いことに，前者より後者の方で，話し合いはより盛
り上がり，答えに気付いた時の達成感も大きかったよ
うに見受けられた．作業後は，クラス全体で発音練習
を行い，簡単な会話練習で，同じ前置詞が 3格名詞と
結びついている場合と 4格名詞と結びついている場合
の違いについて再度確認を行った．
作業 4（まとめと確認）：
作業 4では，まず，作業 2および作業 3でわかった
ことを各自整理する時間を少し与えた．その後，なる
べく資料を見ずに，ペア同士で簡単にポイントを説明
し合う時間を設けた．Learning Pyramidによれば，
他の人に教えることは学習定着度が最も高く（90%），
講義は学習定着度が最も低い（ 5 %）という9）．ここ
では，パートナーをほめたり，パートナーの説明を積
極的に補ったり，訂正したりする場面が見られた．
最後に，作業 2で配布したカードはすべて回収した
うえ，カードと同じ文が前置詞句の部分のみ下線付き
空欄で印刷されているプリントを配布し，文を完成さ
せる練習を行った．早くできたペアまたはグループに
は答え合わせをしてもらい，時間内に終わっていない
学生には次回までの課題とし，その日の授業は終了し
た．
以上，ドイツ語の前置詞の格支配を例に，典型的な
文法学習のグループワークを紹介した．こういった文
法学習は，教科書に書いてある規則を読んでドリルを
たくさんこなしたほうが時間的には効率的なのかもし
れない．それにもかかわらず，時間をかけてこのよう
な活動を行うことに意義があるとするならば，それは
第一に，学生たちが自分で考えて発見し発言できる時
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間を確保することであり，第二に，他の人とコミュニ
ケーションを取りながら協力して何かを成し遂げる経
験ができることではないだろうか．なお，上記グルー
プワークを行ったクラスの場合，期末の定期試験にお
いて前置詞の問題の正解率が非常に高く，一定の成果
が確かめられた．
（2）会話発表
会話練習は聴き取りや発音の練習はもちろん，文法
や語彙の定着にも大きく役立つ，外国語学習において
欠かせない部分の一つである．コミュニカティブ・ア
プローチの教材では，テーマ別の会話スキットがたく
さん用意されている．しかし市販の多くの教科書，特
に文法学習を軸とした教科書では，各課の会話スキッ
トも当然ながらその課で学ぶべき文法項目を中心に作
られているため，その内容や語彙も限定的になりがち
である．また，一部の主要表現を除けば，一度学んだ
内容に繰り返し触れることが少ない傾向にある．通常
は教員側が補足資料を用意して足りない部分を補う
が，その代わり2016年度の基礎ドイツ語Ⅰ・Ⅱ（理学
部・農学部）のクラス（16名）では，学生によるオリ
ジナル会話の発表という活動を行った．以下に概要を
示す．
まず，発表は，第 1セメスターの後半（現在の第 2
クォーター）で 1回，第 2セメスターの後半（現在の
第 4クォーター）で 1回，基本的に各自合計 2回ずつ
とした．一緒に発表を行うペアは，第 1セメスターで
は学生たちに自由に組ませ，第 2セメスターでは他の
会話練習ゲームの結果で決めた．発表は 1日 1組のみ
とし，その日程は学生の自由エントリーで決めた．課
題は，授業外でパートナーと協力して会話を作成し，
発表日までに可能な限りセリフを覚えてくること，ま
た会話の内容に関する質問を 2つ以上用意することで
あった．なお，この授業外での課題は，多くの学生が
スマートフォンのアプリLINEを利用して，実際にド
イツ語でチャットをしながら作成しており，授業外で
も学生同士が積極的にドイツ語でコミュニケーション
を取るきっかけにもなっていた．毎回の発表は次のよ
うな流れで行われた．
①　発表者は会話の場面設定について説明し，難し
い単語を使っている場合は予め板書などでヒント
を与える．必要に応じて，教員主導で発音練習を
しておく．
②　用意したオリジナル会話を全員の前で披露する．
③　会話の内容に関する質問を全員に投げかける．
この時点で答えがわかった人はノートにメモして
おく．
④　もう一度会話を披露する．フロアの人は質問の
答えを聴きとることに集中して会話を聴く．
⑤　全体で質問の答え合わせをする．
⑥　正解率が低かった場合や会話に難しい表現が
あった場合など，必要に応じて，会話のスクリプ
トを書画カメラで映し出し，全員で確認する．
⑦　文法や語法の誤りがある場合は，教員が個別に
フィードバックするが，訂正は最小限にとどめる．
以上のような流れで，授業の最初のおおよそ15分前
後を要するが，程よいアイスブレイクとなり，その後
の雰囲気作りにも効果的であった．また，発表する側
にとっては文法・語彙・作文・発音の総合的な練習に
なり，聴く側にとっても聴き取りや文法と語彙の良い
復習になったと思われる．一度学んだことを「わかっ
た（つもり）」で終えるのではなく，実際に「使って
みる」ことで，「伝わった」または「聴きとれた」と
いう達成感につながる点で，このような活動は特に意
義があると言える．さらには，言いたいことを表現す
るために，積極的に単語を調べて使ってみたり，未習
の文法事項に強い興味を示したりといった副次的な効
果も認められた．
（ 3 ）読解練習
読解練習もまた，会話練習と並んで，基本的かつ重
要な外国語学習の一部分である．読解授業の一般的な
流れは，予習をしているという前提で（または少し事
前準備の時間を与えたのち），一文ずつ読んで和訳し
てもらうというやり方が一般的なのかもしれない．し
かしこのようなやり方では，学生は，指名されて発言
する時以外はなかなかアクティブに参加できず，授業
の多くの時間を「聴く」と「書きとる」という受動的
な行為で過ごしがちである．
ここでは，2017年度の展開ドイツ語Ⅰ（文学部・教
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育学部）のクラス（24名10） で実施した読解練習のグ
ループワークについて紹介する．この授業は，
Deutsche Welle11）がウェブ上に提供するtelenovela（テ
レビ小説）の字幕付き映像を観ながら，文法の復習・
語彙の増強とともに，会話表現を学ぶことを主な内容
としている．ドラマが主な教材となっており，口語表
現にたくさん触れられるというメリットはあるが，一
方では，長文読解の機会は相対的に少なくなっていた．
そこでこの授業の最後の 2回を使って，移民
（Einwanderung）に関するテキスト「Neue Heimat（新
たな故郷）」12）を用いたグループワークを実施した．
このテキストは，ドイツの移民に関する基本情報（A），
実際にドイツへ移住した 3人のインタビュー記事（B
～ D），ドイツに移住した他の 5人の，ドイツについ
ての第一印象を簡単にまとめたもの（E），の 5つの
部分で構成されている．なおこのテキストをグループ
ワークの題材に選んだ理由は，上記ドラマの主人公が
ブラジルからドイツにやってきた大学生であることに
加え，時事的なテーマとしてもタイムリーであり，テ
キストのレベルや長さもグループワークに適している
と判断したからである．グループワークはジグソー
（Jigsaw）学習法の形で行われた．ジグソー学習法（ジ
グソー法，知識構成型ジグソー法）13）とは，グルー
プ学習の一つであり，「ホームグループ（ジグソーグ
ループ）」と「エキスパートグループ」という 2種類
のグループ活動によって行われるものである（詳しく
は，友野（2015）および益川（2016）を参照）．
準備段階：
この授業で学生たちは普段から 4～ 5人のグループ
（ホームグループ（Ⅰ～Ⅴ））で座ることになっている．
まず最初に，ホームグループで話し合って，テキスト
のA～Eのうち担当個所を決めてもらった．そして，
次々回の授業14）までに，予習をしておくよう指示した．
全員にテキストの全文を配布しており，全文に目を通
しておくこともできるが，少なくとも担当個所につい
ては，①グループのメンバーに説明できるよう内容を
しっかり把握し，（一文ずつの和訳ではなく）「要点」
をまとめてくること，②文法や文の構造なども可能な
限り確認しておくこと，③不明な部分はマークしてお
くこと，の 3点を課題として課した．
グループワークの実施
作業 1（エキスパート活動）：
まず，同じ個所を担当している人同士で新たにグ
ループ（エキスパートグループ（A～ E））を作り，
予習と課題を踏まえ，担当個所の内容について確認を
してもらった．よくわからなかった個所についても，
なるべくグループの中で協力して解決を試みるよう促
した．教員は基本的に見守る役に徹し，グループで解
決できない部分がある場合のみ，ヒントを与えたり，
説明したりした．各自要点を再度確認し，必要に応じ
て訂正したうえで，ホームグループ（Ⅰ～Ⅴ）活動の
準備を行った．
作業 2（ジグソー活動）：
次に，ホームグループ（Ⅰ～Ⅴ）のメンバーで集ま
るよう席替えをし，各グループにA担当からE担当ま
で全員揃うようにした．そして，A担当から順番に，
担当個所の内容を紹介し合うことにした．必要に応じ
て，キーワードやキーセンテンスを示し，特に重要と
思われる部分は文法の解説をしても良いが，なるべく
一文ずつの和訳はせず，テキストの内容（要点）をグ
ループのメンバーに伝えることに集中するよう指示し
た．
最後に，グループで確認した内容をベースに，次の
授業までにできる限りテキスト全体に目を通してくる
よう指示し，グループワークの 1日目は終了した．課
題であった担当個所のまとめはホームグループごとに
回収した．
作業 3（確認とまとめ）：
グループワーク 1日目の最後に回収した，各担当個
所のまとめはホームグループごとにA 3一枚の紙にコ
ピーして全員に配布し，それを見ながら前回までの内
容をグループごとに簡単に振りかえてもらった．その
後，テキストの内容に関する練習問題を配布し，グルー
プ内のペアで取り組んでもらった．練習問題は，上記
Goethe Institutのカレンダーの内容に合わせて作成さ
れたもので，質問もドイツ語で，答えもドイツ語で書
くようになっている15）．学生たちはテキストの中の該
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当個所を少し変えつつ，文にまとめる練習を行った．
時間的に余裕のあるグループには，口頭で質問と答え
の練習をしてもらったり，テキストの内容について新
たな問題を作って，グループの中で聞き合ったりして
もらった．
最後に，テキスト全体の内容を日本語で簡単にまと
め，それに関する感想を書かせて回収した．
　
ここまで，教員はテキストの内容について基本的に
何も教えていない．見守る立場に徹し，助けを求めら
れたときにほんの少しのヒントを与えただけである．
それでも学生たちは要点を正確に把握し，応用問題も
立派にこなしていた．テキストのレベルやクラスサイ
ズにもよるが，教員の必要以上に丁寧な解説・説明は，
時として，学生の能動的な学習の妨げになるだけなの
かもしれないと改めて感じた．なお，個人の役割と責
任を明確にすることでグループ活動の効果を最大化す
るジグソー学習法の有用性を再確認できた．
以上3．2．1では，ドイツ語の文法，会話，読解学習
に関するアクティブラーニングの実践例を紹介した．
次節では，ランデスクンデ学習の実践例を紹介する．
3．2．2　ランデクスンデ学習
ランデスクンデ（Landeskunde）〔Land=国，Kunde=
知識，学問〕とは，国々の歴史，文化，地理，政治，経
済などについての総合的な知識を指す概念であり，しば
しば「地誌学」「地理学」と訳される16）．日本でも，最
近出版される教科書には，コラムやDVDなどの形で当
該言語が使用される地域の文化事情を紹介しているも
のが増えている．しかし，外国語教育におけるランデス
クンデへの取り組みはまだ十分とは言えないのが実情で
ある．以下では，ドイツ語圏のランデスクンデ教材を用
いた授業の実践例について報告する．
報告をはじめるにあたり，まず本プロジェクトで購
入したランデスクンデ関係教材を紹介し，ランデスク
ンデの持つ意義について説明しておく．
①　地図（ヨーロッパの地図，欧州連合の地図，ド
イツの地形図と政治的地図，ドイツ語圏の地図）
②　ヨーロッパとドイツのジグソーパズル（Geo 
Puzzle Europa, Geo Puzzle Deutschland）
③　ヨーロッパの国々，首都，隣国を知り，国どう
しの比較ができるゲーム（Geo Cards Europa）
④　ドイツ語圏の国々の文化，町，名所についての
一般的な知識を得るためのランデスクンデ学習
ゲーム（Deutschlandreise〔ドイツの旅〕/ Die 
Rundreise :　unterwegs  in  den  Deutsch- 
sprachigen Ländern〔回遊―ドイツ語圏に旅立っ
て〕/ Deutsch-Meisterschaft〔ドイツ選手権大会〕
⑤　ベルリンの町，歴史を知る学習ゲーム（Ein 
Wochenende in Berlin〔ベルリンにおける週末〕
とベルリンの壁のドクメンタリー映画）
 
言語を学習する際，ランデスクンデの知識は重要で
ある．まず第一に，文法などの理解はランデスクンデ
と密接に結びついている．例えば，ドイツ語の 2人称
には，親称duと敬称Sieの二種類があるが，その区別
や使い分けを理解するには，その背景にある文化事情
を知ることが不可欠である．第二に，ランデスクンデ
についての知識を持つことは，当該言語に興味を持つ
大きな誘引となる．ドイツ語圏は数多くの国々と地域
を包括し，そのなかには，ドイツ語を公用語とするド
イツ，オーストリアとリヒテンシュタインの他，ドイ
ツ語を公用語の一つとしているスイス，ルクセンブル
クとベルギー，さらに公用語ではないが，日常生活の
なかでドイツ語を使用しているフランスの東部のアル
サーズ地域，イタリア北部の南チロール地域などが含
まれている．このように，ドイツ語圏には世界情勢に
大きな影響力を持つ国々が含まれているので，学生に
とってはドイツ語を学ぶ動機が形成されやすくなる．
以上のようにランデスクンデの有用性は明らかだ
が，限られた授業時間のうちに，広範囲にわたるラン
デスクンデをどう生かすか，何をトピックに選ぶのか
は，選択肢があまりにも多く，どの教員も苦心してい
ると思われる．筆者は通常の授業で，テキストの内容
に合わせて，ビデオやCD教材を使用し，ドイツでの
学生生活，若者文化，食文化，音楽など，学生が興味
を持つテーマについて紹介し，またドイツ語ネイティ
ブ・スピーカーとして自らの経験や感想を雑談として
語るという形でランデスクンズの要素を取り入れてき
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た．しかしこうしたやりかたでは，学生はドイツ語圏
の事情を断片的かつ受動的に聞くだけで終わることが
多く，学生が能動的に学習にかかわるための手段とし
てランデスクンデを生かしきれていなかった．
 こうした反省を踏まえ，学生が自ら主体となり，
ランデスクンデ知識を得ることは有効であるという仮
説のもと，筆者が担当する「基礎ドイツ語Ｉ-2」科
目の履修者17）を対象に，第 2クォーターの後半に，
3回分の授業回数を使って，ランデスクンデに関する
グループワーク形式の授業を行った18）．以下に，この
試みの実際と学生の反応および成果を報告する19）．
グループワーク準備：
グループワークは工学部（25人），法・経済学部（33
人）と医・保健・薬・歯学部（35人）の 3つのクラス
を対象に，通常授業の一環として，それぞれ 3コマを
使って，大学の講義室（定員99人規模）を使用して実
施した．工学部は 5つのグループ（ 5人× 5），法・
経済学部は 6つのグループ（ 6人× 3，5人× 3），医・
保健・薬・歯学部は 6つグループ（ 6人× 5， 5人×
1）に分け，可動式机 6台をまとめた 1テーブルを 1
グループに配置した． 1・ 2回目の授業の際は，ジグ
ソーパズル作業のため，上記のテーブルに加え， 1グ
ループにつき可動式机 4台からなる 1テーブルを各グ
ループに配置した．
（ 1 ）授業第 1 回目：ヨーロッパの国々を知ろう
グループワークを開始するにあたって，学生に以下
の 3回分の授業の目標について説明を行った．
第 1回目　　　ヨーロッパの国々を知ること
第 2回目　　　ドイツ語圏の国々を知ること
　　　　　　　ドイツの地理を知ること
第 3回目　　　ドイツのミニ情報を作ること
第 1～ 3回目　 簡単なドイツ語でランデスクンデを
表現できること
次に，教員が作成したランデスクンデに関するワー
クシート冊子（単語リスト，記入式地図，穴埋め式問
題，会話練習などを含む）を各学生に配布した．また
参考資料として各グループに地図（ヨーロッパの地図，
ドイツの地形図と政治地図），ドイツの事情について
のパンフレットやガイドブックを渡した．その他，各
グループに教員が作成した作業案内，問題文の和訳・
解答のヒントの資料と日誌シートを配った．
その後，グループ毎の代表者を決めさせ，代表者に
作業内容，問題文の和訳・解答のヒントの資料を管理
させた．作業内容の指示にしたがって，また参考資料
を逐次参照しながら，作業をするよう指示した．また
問題文の和訳・解答のヒント資料はなるべく見ないで
作業し，どうしても分からない場合だけ参照するよう
指図した．また，ワークシート冊子の会話練習もグルー
プで練習するよう指示した．授業終了時には，日誌シー
トにグループワークの進行状況と感想を記入するよう
伝えた．
グループワーク実施：
1回目の授業目標（ヨーロッパの国々を知ること）
にしたがい，各グループがワークシート冊子の課題項
目順に，「方位Himmelsrichtungen」，「地球と大陸 
Erde und Kontinente」，「国と町Länder und Städte」
に取り組んだ．その後「ヨーロッパの地域区分
Territoriale Gliederung Europas」では，ヨーロッパ
の国々の位置や首都を確認し，続けて「ヨーロッパの
ミニ国家Zwergstaaten in Europa」，「ヨーロッパの君
主国Europas Monarchien」に取り組んだ．
学生が作業をしている間，教員は巡回しながら，グ
ループの進展を見守り，時々質問に応じた．授業の後
半では，各グループに，参考資料を使わずにヨーロッ
パのジグソーパズルを完成させる課題に取り組ませ
た．最後に，完成したパズルを囲んでドイツ語の会話
練習（「リヒテンシュタインの首都はなんと言うか」「リ
ヒテンシュタインの首都はファドゥーツだ」など）を
させ，ヨーロッパの国々の位置とそれぞれの首都を再
確認させた．
学生の感想：
授業の最後に各グループに感想を書かせた．その中
には，「ヨーロッパの地理的情報を効率よく学べた」，
「地理の知識の脱落を取り戻すことができた」，「ヨー
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ロッパの国々や位置について楽しく会話しながら学習
できた」，「ヨーロッパは国いっぱいあって面白い」，
「ヨーロッパの今まで知らなかった小さい国を知るこ
とができた」，「色々な国に行ってみたいと感じた」，「国
と首都の名前もドイツ語版で知られたので良かった」
などの感想があった．またパズルについては「パズル
をやって，ヨーロッパの国々の位置関係やドイツ語名
が理解できた」，「バルカン半島の部分が難しかった」，
「パズルができたときの爽快感がハンパなかった．と
ても楽しかった」などの感想があった．
（ 2 ）授業第 2 回目：ドイツ語圏の国々を知ろう／　
　ドイツの地理を知ろう
グループワーク実施：
各グループは最初に「ドイツ語を話す国々と地域
deutschsprachige Länder」という地図の記入に取り
組み，ドイツ語のみを公用語とする国々，ドイツ語を
公用語の一つとする国とその国の他の公用語，公用語
ではないがドイツ語を話す地域を調べた．
その後各グループは項目「ドイツの隣国Nachbarländer 
Deutschlands」，「ドイツの大都市Großstädte Deutschlands」，
「ドイツの川，湖と海 Flüße, Seen und Meere」，「ド
イツの地誌Topographie Deutschlands」，「連邦州
Bundesländer」に従事した．各グループとも地図や
ガイドブックを参考しながら，順調に作業を進めた．
授業の後半は第 1回目の授業と同じように，まず，
ドイツ連邦州のジグソーパズルを参考資料を用いない
で完成させた．次にドイツ語の会話練習（「バイエル
ン州の州都はなんと言うか」「バイエルン州の州都は
ミュンヘンだ」など）をしながら，連邦州の位置とそ
の首都を再認識させ，また連邦州の面積と人口の比較
をさせた．
学生の感想：
学生の授業の印象としては，「ドイツ語圏の国々の
公用語について知ることができてよかった」，「ドイツ
の地理や隣国などについて，日本と比較しながら知識
を得ることができて興味深かった」，「パズルを通して，
ドイツのなかの連邦州の位置や地理についてよく分
かった」などがあった．
（ 3 ）授業第 3 回目：ドイツのミニ情報を作ろう
グループワーク実施：
各グループがドイツ連邦国家体制，連邦議会，連邦
大統領，連邦首相について調べた後，全体のまとめと
して，「ドイツのミニ情報（Steckbrief Deutschland）」
と題するドイツ紹介文を作成した．文章は穴埋め式に
なっており，学生は適切なドイツ語文を作成して文章
を完成させる作業に取り組んだ．
余裕のあるグループには，日本の地図，簡単な表現
と語彙をヒントとして与え，「日本のミニ情報
（Steckbrief Japan）」を作成させた．学生は作成した「ド
イツのミニ情報」や参考資料を見ながら，自発的かつ
熱心にドイツ語文づくりに励んだ．ほとんどのグルー
プが「日本のミニ情報」も完成させた．教員は，グルー
プの作業を見守りながら，時折「これでいいですか」
と問いかけを行ったり，ヒントを与えたりした．授業
の後半では，教員はパワーポイントを使って，ドイツ
の地誌についての風景写真，また「ドイツ語圏をつな
ぐライン川」の写真を見せながら解説をして，ワーク
シート冊子の全体の総括を行った．
学生の感想：
授業の最後に書いてもらった感想の中には，特に「日
本のミニ情報」を作る作業についての反応があり，「ド
イツ語を使って，日本の紹介をするのは面白かった」，
「日本の地理をドイツ語で表現するのは難しかったが，
文の書き方が分かったし，文法の復習もできた」など
があった．また，教員が行った最後のまとめについて
は，「パワーポイントでドイツの風景写真を見たが，
ライン川を下っていく流れに沿って紹介されていたの
で，ドイツの地理のイメージの実感がわいた」という
意見があった．
　
以上がランデスクンデのグループワークの報告であ
る．授業は 3回行われたが，各グループとも熱心に作
業に取り組んだ．グループワーク全体についての学生
の感想としては，互いに意見を交わしながら，協力し
て作業をすることで楽しく学習できたという反応が圧
倒的に多かった．またグループワークを通して何を学
んだか，という点については，国々の位置関係や国々
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のあり方などを学習できて達成感を感じたという学生
や，ドイツ語を学ぶことで色々な国々が言語を通じて
つながっているのだと自覚できた，と述べる学生が多
数いた．モチベーションの点については，「各州の特
徴をもっと知りたい」，「ドイツ語圏に旅をしたくなっ
た」などという学生の発言もあり，今回の授業を通じ
て，学生のヨーロッパとドイツ語圏に対するイメージ
や関心が深化したことが窺われる．
こうした学生の反応を得られた理由は複数あると考
えられるが，ジグソーパズルの完成といった課題に顕
著にみられるように，遊び要素やゲーム要素も含んだ
グループ作業が，学生のやる気や関心を高める上で有
効だったことは間違いないと思われる．ランデスクン
デの更なるテーマとしては，ドイツ連邦州の特徴を調
べる，EUの地域的特色と役割を理解する，ドイツの
歴史（「過去の克服」20），ベルリンの壁，東西統一など）
に触れる，日独関係を振り返るなど，トピックは豊富
にある．今後も工夫を重ねて，ランデスクンデを授業
に取り入れていきたい．
4 ．今後の課題
以上本稿では，ドイツ語の授業で実施したアクティ
ブラーニングの実践例―ドイツ語学習（文法，会話，
読解）とランデスクンデ学習―をいくつか紹介した．
それぞれの活動において学生の積極的な参加が見ら
れ，一定の成果が認められた．
しかし，限られた授業時間のなか，多くの時間を要
するアクティブラーニング型授業の実施は現実的に難
しい面も少なくない．たとえば，グループワークの際，
グループによって作業の進み具合に差がある場合の時
間管理は容易ではない．また，少数ではあるが，モチ
ベーションの低い学生への対応や，そもそもグループ
ワークのような，他者とのコミュニケーションを伴う
活動が苦手な学生への配慮も必要である．さらに，グ
ループワークなどの活動における個人の貢献や学習成
果をどのように客観的に評価するかという問題もあ
る．「楽しかった！」だけで終わせないための工夫が
必要である，以上の点を考慮しつつ，アクティブラー
ニングをより効果的に授業に取り入れる方法を今後も
引き続き探っていきたい．
付記
本プロジェクトは平成28年度東北大学高度教養教
育・学生支援機構の教育開発推進経費の助成を受けた
ものである．
注
1 ）用語の使い方として，「アクティブ」と「ラーニング」
間に「・」を入れる場合と入れない場合がある．成
田（2016: 12）は，「アクティブ・ラーニング」のよ
うに「・」を入れる場合，学習には受動的なもの（講
義）と能動的なもの（学生の活動）があるという安
易な二分法による誤解が生じる可能性があることを
指摘し，溝上（2014）の「アクティブラーニング」
を支持している．これに倣い本稿でも，「アクティブ
ラーニング」を用いる．
2）アクティブラーニングの背景および発展については
溝上（2016）を参照．
3）ALはactive learningの略である．
4）iPadのアプリを利用した授業や動画を作成して
YouTubeに投稿する授業などもある．
5）ランデスクンデ（Landeskunde）は「地誌学」「地理学」
と訳される．詳しくは，3．2．2を参照．
6）これについては，もちろん賛否両論，様々な見解が
ある．学習定着度は，教授法にのみよるものではなく，
たとえ同じ明示的な文法説明であっても，教員の話
し方や授業の雰囲気などによって結果は異なりうる．
7）大学院生の聴講生 2名を含む．
8）Spiele（Hueber）の資料をアレンジして独自に作成
したものである．
9）Learning  Pyramid （From:  National  Training 
Laboratoires）によれば，平均学習定着度は，他の人
に教える（90%），自ら体験する（75%），グループ討
論（50%），デモンストレーション（30%），視聴覚
（20%），読書（10%），講義（ 5 %）の順に高いという．
ただし，これに関する科学的根拠は十分ではないと
いう指摘もある（竹内2015: 2参照）．
10）聴講生（医学部） 2名を含む．
11）Deutsche Welleは「ドイツの波」という意味で，ド
イツの国際放送機関である．ウェブ上でニュース，
ドイツの文化紹介，ドイツ語学習などの様々なコン
─  437  ─
東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 4 号　2018
テンツを提供している（http://www.dw.com/de）．
12）出典：Goethe Institutの2017年カレンダーの6月の裏
面.
13）益川（2016: 68）によれば，「ジグソー学習法」がオ
リジナルで，厳密には，「知識構成型ジグソー法（ジ
グソー法）」とは区別される．すなわち，知識構成型
ジグソー法は，「正解到達型アクティブラーニング」
ではなく，「目標創出型アクティブラーニング」にな
るよう工夫がなされているという．
14）欠席の可能性を考えて，三週間前からアナウンスし，
二週間前に資料を配布・担当を割り振った．一週間
までにも担当個所など若干の微調整を行った．
15）カレンダーの裏面および関連練習問題はGoethe 
Institut TokyoのホームページからPDFでダウン
ロードすることができる（www.goethe.de/kalender- 
didaktisierungen）．
16）ランデスクンデという概念やランデスクンデの分野がど
のように発展してきたかなどについてはBarkowski/
Krumm （2010: 180-1）およびStorch （1999: 285-296）を
参照．
17）対象は東北大学の一年生で，選択必修科目として90
分授業を週 2回， 1年間で60回受講することになっ
ている．
18） グループワークが行われた時点で，27回分の授業が終
了していた．
19） その際，プロジェクトで購入した①地図と②ヨーロッ
パとドイツのジグソーパズルを利用した．
20） ドイツが第二次世界大戦後，ナチス時代の「加害責任」
とどのように向き合ってきたかを指す概念である．
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